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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年7月29日(2021.7.29)

【公表番号】特表2020-525312(P2020-525312A)
【公表日】令和2年8月27日(2020.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-034
【出願番号】特願2019-571407(P2019-571407)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  64/118    (2017.01)
   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  80/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  30/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  70/00     (2020.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   64/118    　　　　
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   80/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   30/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   70/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    1/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月17日(2021.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱溶解積層法によって３Ｄ物品を３Ｄ印刷するための方法であって、（ｉ）３Ｄ印刷可
能な熱可塑性ポリマー材料に埋め込まれた粒子を含む前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマ
ー材料を供給するステップであって、前記粒子が、最長寸法長さＬ１、最短寸法長さＬ２
、及び前記最長寸法長さＬ１と前記最短寸法長さＬ２との比として定義されるアスペクト
比ＡＲを有する、ステップと、（ｉｉ）印刷段階の間、前記３Ｄ物品を提供するよう前記
３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料を堆積させて、層高さＨを有する３Ｄ印刷された熱
可塑性ポリマー材料の層を設けるステップであって、４≦ＡＲ≦１０，０００且つ０．０
０１≦Ｈ／Ｌ１≦１である、ステップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記最長寸法長さＬ１は、５μｍ～１ｍｍの範囲から選択され、前記層高さＨは、５０
μｍ～１０ｍｍの範囲から選択され、前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料は、前記
３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料の全体積に対して１～１５ｖｏｌ％の範囲内の前記
粒子を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料は、前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材
料の全体積に対して１～５ｖｏｌ％の範囲内の前記粒子を含む、請求項１乃至２のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項４】
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　前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料は、アクリロニトリルブタジエンスチレン、
ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリメチルメタクリレ
ート、及びこれらのうちの２つ以上のコポリマーのうちの１つ以上を含んでもよい、請求
項１乃至３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記粒子は、１つ以上のコーティングされた粒子及びコーティングされていない粒子を
含み、前記コーティングは、銀及びアルミニウムのうちの１つ以上を含み、前記粒子は、
雲母粒子、ガラス粒子、及び炭素粒子のうちの１つ以上を含む、請求項１乃至４のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記粒子は、細長い形状の粒子を含む、請求項１乃至５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記粒子は、繊維状の粒子を含む、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料及び前記粒子のうちの１つ以上が、１つ以上
の可視波長に対して透過性である、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の方法によって得ることができる３Ｄ印刷された
物品であって、３Ｄ印刷された熱可塑性ポリマー材料を含み、前記３Ｄ印刷された熱可塑
性ポリマー材料が、熱可塑性材料を含み、前記３Ｄ印刷された熱可塑性ポリマー材料が、
前記３Ｄ印刷された熱可塑性ポリマー材料に埋め込まれた粒子を含み、前記粒子が、最長
寸法長さＬ１、最短寸法長さＬ２、及び前記最長寸法長さＬ１と前記最短寸法長さＬ２と
の比として定義されるアスペクト比ＡＲを有し、前記３Ｄ物品が、層高さＨを有する前記
３Ｄ印刷された熱可塑性ポリマー材料の層を備え、４≦ＡＲ≦１０，０００且つ０．００
１≦Ｈ／Ｌ１≦１である、３Ｄ印刷された物品。
【請求項１０】
　前記最長寸法長さＬ１は、５μｍ～１ｍｍの範囲から選択され、前記層高さＨは、５０
μｍ～１０ｍｍの範囲から選択され、前記３Ｄ印刷された熱可塑性ポリマー材料は、前記
３Ｄ印刷された熱可塑性ポリマー材料の全体積に対して１～１５ｖｏｌ％の範囲内の前記
粒子を含む、請求項９に記載の３Ｄ印刷された物品。
【請求項１１】
　前記粒子は、細長い形状の粒子を含む、請求項９又は１０に記載の３Ｄ印刷された物品
。
【請求項１２】
　前記粒子は、繊維状の粒子を含む、請求項９乃至１１のいずれか一項に記載の３Ｄ印刷
された物品。
【請求項１３】
　前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材料は、前記３Ｄ印刷可能な熱可塑性ポリマー材
料の全体積に対して１～５ｖｏｌ％の範囲内の前記粒子を含み、前記３Ｄ印刷された熱可
塑性ポリマー材料は、アクリロニトリルブタジエンスチレン、ポリスチレン、ポリカーボ
ネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリメチルメタクリレート、及びこれらのうちの
２つ以上のコポリマーのうちの１つ以上を含んでもよく、前記粒子は、１つ以上のコーテ
ィングされた粒子及びコーティングされていない粒子を含み、前記コーティングは、銀及
びアルミニウムのうちの１つ以上を含み、前記粒子は、雲母粒子、ガラス粒子、及び炭素
粒子のうちの１つ以上を含む、請求項９乃至１２のいずれか一項に記載の３Ｄ印刷された
物品。
【請求項１４】
　前記３Ｄ印刷された物品は、表面を有し、前記表面は、頂部及び底部を有する部分構造
を備え、前記部分構造は、隣接する頂部の間に頂部間距離ｄ３を有する複数の層を備え、
ｄ３／Ｈ≧１０である、請求項９乃至１３のいずれか一項に記載の３Ｄ印刷された物品。
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【請求項１５】
　（ａ）光源光を生成するように構成された光源と、（ｂ）前記光源光の少なくとも一部
を透過又は反射するように構成された、請求項９乃至１４のいずれか一項に記載の３Ｄ印
刷された物品と、を備える照明システム。
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